
ゴール 左記取組目標の達成状況 2022年12月31日までの取組目標

・毎週学習支援、生活支援活動を
　継続。
・新たな学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも10名参加。

・一般社団法人及び学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと
　連携した生活困窮家庭児童の居場
　所づくりと学習支援活動の開催
　（各50日/年）
　それらに参加する新たなﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、
　職員を合計で5名増やす。

・学習支援、生活支援活動時持ち
　帰りの夕食を無償提供。
・年末にｽｰﾊﾟｰより提供されたおせち
　料理を必要な家庭に配達。

・一般社団法人と連携し実施する
　生活困窮家庭児童支援において、
　夕食の無償提供の継続。

・北沼上学区の移動支援に関して
　地区社協との協議を進め、令和
　４年春以降で運行開始予定。

・西奈地区社協と連携し目的地まで
　行ける移動支援を実施。
・西奈図書館と連携し専門職が推薦
　する書籍の展示を年1回実施。

・毎週学習支援と不登校児童の
　居場所活動を継続。不登校児童
　生徒の受け入れ人数も増加。
・自主夜間教室へ月１回参加。

・西奈地区児童の学習支援と不登校
　児童への支援に関わるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・
　職員を5名増やす。
・自主夜間教室へ月1回参加する。

・ｺﾛﾅ禍による常時換気の徹底に
　より削減目標を達成できず。

・空調設定温度の明示と周知を引き
　続き図り、消費電力の2％削減を
　目指す。

・正規職員の離職率は10％以下と
　なったが非常勤職員は10％を
　上回ったため、合計では10％以下
　を達成できず。

・職員の離職率10％以下を目指す。

・就労に課題を抱える若者5名を
　ｻﾎﾟｰﾄ。
・障がい者生活介護事業所にて
　企業から仕事を請負い内職の
　実施と工賃支払いを行った。

・就労に課題を抱える若者の5名以上
　に継続的な雇用支援を行う。
・障がい者のやりがい創出や地域と
　の交流機会をさらに増やす。

・無料ﾊﾞｽは運行までできず地区社協
　との協議を継続中。
・青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙﾗｲｾﾝｽ更新研修会を
　開催、認知症ｶﾌｪの継続実施。
・認知症ｶﾌｪ、別会場実施については
　ｺﾛﾅ禍により見合わせた。

・施設車輛活用の無料ﾊﾞｽ運行実施
・青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ日数120日/年
・野菜販売場所の提供、老人会の
　ｻﾎﾟｰﾄを継続
・認知症ｶﾌｪ参加者数200名/年

・裏紙使用によるｺﾋﾟｰ用紙と掲示等
　による電気料金の削減への効果は
　限定的だった。

・不要な電気の節約、裏紙の使用、
　古紙と事務機器等のﾘｻｲｸﾙ、ﾍﾟｰ
　ﾊﾟｰﾚｽへのIT活用を継続する。

・ﾏｲﾎﾞﾄﾙ持参により約1割の紙ｺｯﾌﾟ
　等の削減ができた。

・ｳｵｰﾀｰｻｰﾊﾞｰによる紙ｺｯﾌﾟの3割削減
・施設内設置の自動販売機内のﾍﾟｯﾄ
　ﾎﾞﾄﾙ商品の30％をｱﾙﾐ缶に変更

・有機肥料の使用を継続、全職員の
　名刺を完全に新素材に切替完了し
　使用を継続。

・環境に良い有期肥料での野菜栽
　培、環境に優しい新素材による
　名刺の使用を継続する。

・自社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内のSDGsｺﾝﾃﾝﾂをﾘﾆｭｰ
　ｱﾙし取り組みｱﾋﾟｰﾙを強化
・車輛入替後もSDGsｽﾃｯｶｰ貼付継続
・高校のSDGsﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸにｺﾐｭﾆﾃｨｿｰ
　ｼｬﾙﾜｰｶｰが対応

・SNSを活用したSDGs取り組み投稿
　（年6回）
・行政等主催のSDGs啓発行事へ参加
　（1回/年）

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書

私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日　　　2022年　　2月　2日

送迎車両等へSDGｓｽﾃｯｶｰ貼付、職員
へSDGｓﾊﾞｯｼﾞ配布、自社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで
のSDGs取り組み報告等を継続する。

空調設定温度の明示と周知を引き続
き図り消費電力の2％削減を目指す。

職員の離職率10％以下を目指す。

就労に課題を抱える若者の継続的な
雇用への支援を進める。障がい者の
やりがい創出や地域との交流機会を
さらに増やす。

2021年12月31日までの取組目標

一般社団法人及び学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと連携
した生活困窮家庭児童の居場所づく
りと学習支援活動を継続し、それら
に参加する新たなﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、職員を
合計で5名増やす。

一般社団法人と連携し実施する生活
困窮家庭児童支援において、持ち帰
り夕食の無償提供としても継続す
る。

環境に良い有期肥料での野菜栽培、
環境に優しい新素材による名刺の
使用を継続する。

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

社会福祉法人として地域に信頼され、無くてはならない存在となり持続的な地域福祉の実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

法人の持つ施設と人材を最大限に活用し、福祉サービスの提供と住民や関係機関との連携を図りながら、地域、職員、
利用者が幸せになれるような事業運営と支援活動を行っている。

目標に関連する取組内容

学校、地区社協、民生委員、町内会
等との更なる連携強化を図る。また
北沼上学区自治会連合会と協力し移
動支援に関する協議を再開する。

西奈地区児童の学習支援と不登校児
童への支援に関わるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・職員
を増やし支援や連携の増回を図る。
自主夜間教室への参加を継続する。

施設車輛活用の無料バス運行と青色
防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、野菜販売場所の提供、
老人会のｻﾎﾟｰﾄ、認知症カフェの別会
場でも開催を継続する。

不要な電気の節約、裏紙の使用、古
紙のﾘｻｲｸﾙ、事務機器等のﾘｻｲｸﾙ、
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽへのIT活用を継続する。

ｳｵｰﾀｰｻｰﾊﾞｰ2台の増設により、さらに
ﾏｲﾎﾞﾄﾙ持参を拡げ、紙ｺｯﾌﾟやﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄ
ﾙの使用を減らす。


